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特特特特　　　　集集集集
加西市議会
議員決まる

加
西
市
議
会
議
員
決
ま
る

│
21
世
紀
を
託
す
22
人
│

去
る
５
月
16
日
（日）
に
任
期
満
了
に
伴
う
加
西
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ

れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
22
人
の
新
し
い
市
議
会
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
議
員
定
数
改
正
後
の
初
の
選
挙
で
、
定
数
22
人
に
対
し
25
人

が
立
候
補
し
、
少
数
激
戦
の
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。

投
票
日
当
日
の
有
権
者
数
は
３
９，
６
８
７
人
で
投
票
率
は
７
９
・
６

９
％
で
し
た
。（
前
回
は
８
０
・
２
２
％
）

新
議
員
の
皆
さ
ん
は
５
月
17
日
（月）
に
松
本
芳
男
選
挙
管
理
委
員
長
よ
り

当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
４
年
間
市
民
の
代
表
と
し
て
活
躍

さ
れ
ま
す
。

（
議
席
順
・
敬
称
略
・
◯
は
当
選
回
数
）

市議会議員選挙
5月16日投票

投票率は
79.69％

仲田　忠雄
満久町（70歳）⑨

友藤　雄彦
国正町（64歳）②

塚原　重義
北条町黒駒（48歳）①

高見　　忍
河内町（63歳）③

高井　寿郎
北条町横尾（58歳）③

杉本　信彦
福住町（54歳）③

大西　啓之
北条町西南（60歳）②

井上　芳弘
田谷町（47歳）④

石井　　勝
網引町（62歳）④

黒田　広之
下芥田町（64歳）④

亀田　実雄
繁昌町（61歳）⑦

織田　重美
島町（58歳）①

繁田　　基
青野町（51歳）①

澤中　正春
下宮木町（66歳）①

桜井　光男
倉谷町（49歳）②

後藤　千明
窪田町（51歳）②

山下　光昭
山下町（54歳）②

森元　清蔵
佐谷町（44歳）③

増田　一美
大内町（53歳）④

西村　　衛
別府町（63歳）②

西川　正一
北条町横尾（58歳）④

西浦　　徹
玉野町（52歳）①
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第
１
７
６
回
加
西
市
議
会
定
例

会
が
、
６
月
３
日
（木）
か
ら
22
日
（火）

ま
で
20
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
て

い
ま
す
。

選
挙
後
は
じ
め
て
の
今
市
議
会

で
は
、
市
議
会
議
長
、
副
議
長
な

ど
市
議
会
の
各
役
員
・
各
種
委
員

会
員
の
改
選
を
は
じ
め
、
報
告
７

件
、
人
事
案
件
４
件
、
条
例
関
係

３
件
、
事
件
決
議
１
件
、
予
算
関

係
１
件
の
16
議
案
が
提
出
さ
れ
審

議
さ
れ
て
い
ま
す
。

報
告
　
7
件

・
加
西
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
加
西
市
都
市
開
発
公
社
の
経
営

状
況
を
説
明
す
る
書
類
の
提
出

に
つ
い
て

・
平
成
10
年
度
加
西
市
一
般
会
計

予
算
の
繰
越
に
つ
い
て

人
事
案
件
　
4
件

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

・
公
平
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

条
例
関
係
　
3
件

・
加
西
市
介
護
認
定
審
査
委
員
会

の
委
員
の
定
数
等
を
定
め
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

事
件
決
議
　
1
件

・
公
立
文
教
施
設
整
備
事
業
加
西

中
学
校
体
育
館
改
築
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

予
算
関
係
　
1
件

・
平
成
11
年
度
加
西
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い

て

市
議
会
定
例
会
を
開
催

議
会
の
役
員
・
委
員
会
委
員
を
改
選

第176回

高見　忍氏 石井　勝氏

提案説明をする藤岡市長

議長に

石井　勝氏
副議長に

高見　忍氏

議会の新しい役員・委員
◎…委員長　○…副委員長

議　　長　石井　勝 副議長　高見　忍

監査委員　山下光昭

◎仲田忠雄　◯後藤千明　　大西啓之　　亀田実雄

黒田広之　　高井寿郎　　増田一美　　森元清蔵

議会運営委員会

常 任 委 員 会

総　務
◎亀田実雄　◯澤中正春　　織田重美
繁田　基　　杉本信彦　　塚原重義
西浦　徹　　西川正一

厚　生
◎森元清蔵　◯井上芳弘　　石井　勝
高井寿郎　　西村　衛　　増田一美
山下光昭

建設経済
◎桜井光男　◯友藤雄彦　　大西啓之
黒田広之　　後藤千明　　高見　忍　　
仲田忠雄

特 別 委 員 会

行政改革
◎高井寿郎　◯西浦　徹　　桜井光男
澤中正春　　友藤雄彦　　仲田忠雄
西村　衛　　増田一美

環境保全
対　　策

◎黒田広之　◯織田重美　　井上芳弘
繁田　基　　杉本信彦　　塚原重義
西川正一　　森元清蔵

主
な
議
案

６
月
３
日
�
に
開
催
さ
れ
た
市
議

会
本
会
議
で
、
各
役
員
、
委
員
が
決

ま
り
ま
し
た
。
議
長
に
石
井
勝
氏
、

副
議
長
に
高
見
忍
氏
、
監
査
委
員
に

山
下
光
昭
氏
が
選
ば
れ
た
の
を
は
じ

め
、
議
会
運
営
委
員
会
、
常
任
委
員

会
、
特
別
委
員
会
の
委
員
長
、
副
委

員
長
、
各
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

議
長
に
選
ば
れ
た
石
井
勝
氏

（
62
歳
・
網
引
町
）
は
、
当
選
４
回

で
、
議
会
運
営
副
委
員
長
、
厚
生

委
員
長
、
産
業
委
員
長
、
行
政
改

革
特
別
委
員
長
、
環
境
保
全
対
策

特
別
委
員
長
を
歴
任
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
間
、
土
地
利
用

委
員
会
委
員
、
環
境
保
全
審
議
会

委
員
、
農
業
委
員
会
委
員
も
務
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

副
議
長
に
選
ば
れ
た
高
見
忍
氏

（
63
歳
・
河
内
町
）
は
、
当
選
３
回

で
総
務
委
員
長
、
厚
生
委
員
長
、

行
政
改
革
特
別
委
員
長
を
歴
任
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
、
農
業

委
員
会
委
員
、
文
化
財
審
議
会
委

員
、
有
線
放
送
電
話
運
営
審
議
会

委
員
も
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

監
査
委
員
に
選
ば
れ
た
山
下
光

昭
氏
（
54
歳
・
山
下
西
町
）
は
、

当
選
２
回
で
環
境
保
全
対
策
特
別

委
員
長
、
行
政
改
革
特
別
委
員
長
、

総
務
委
員
、
産
業
委
員
を
歴
任
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
集
団
営

農
組
織
連
絡
協
会
長
、
損
害
評
価

会
会
長
、
都
市
計
画
審
議
会
委
員

も
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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公
共
の
安
全
と
社
会
正
義
確
立

の
た
め
に
活
動
す
る
加
西
警
察
署

に
勤
務
す
る
警
察
官
の
顕
著
な
功

労
を
顕
彰
す
る
「
平
成
11
年
度
市

民
の
警
察
官
表
彰
」
と
奉
仕
活
動

を
通
じ
て
、
こ
こ
ろ
豊
か
な
地
域

社
会
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た
方
を

表
彰
す
る
「
平
成
11
年
度
善
意
の

表
彰
」
の
贈
呈
式
が
、
６
月
１
日

（火）
善
意
の
日
に
市
民
会
館
小
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
民
の
警
察
官
に
は
矢
野
元
嗣

さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

善
意
の
表
彰
と
し
て
、
善
行
の
あ

っ
た
個
人
に
贈
る
「
か
し
の
木
賞
」

を
16
名
に
、
団
体
に
贈
る
「
サ
ル

ビ
ア
賞
」
を
３
団
体
に
そ
れ
ぞ
れ

藤
岡
市
長
か
ら
贈
り
、
永
年
の
善

行
を
た
た
え
ま
し
た
。

遠
藤
　
光
子
（
北
条
町
西
南
）

�
声
の
広
報
発
行
活
動

10
年
以
上
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
、
視
力
障
害
者
へ
の
声
の

情
報
づ
く
り
の
奉
仕
活
動
を
続
け

ら
れ
て
い
る
。

衣
笠
　
一
平
（
大
村
町
）

�
環
境
美
化
清
掃
奉
仕
活
動

か
し
の
木
賞
（
個
人
）

市
民
の
警
察
官
賞
に
選
ば
れ
た

矢
野
元
嗣
警
部
補
は
、
昭
和
40
年

４
月
に
警
察
官
に
な
ら
れ
、
平
成

８
年
11
月
か
ら
加
西
警
察
署
に
勤

務
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
西
署
で
は

交
通
課
に
配
属
さ
れ
、
交
通
総
務

係
長
と
し
て
、
市
民
の
立
場
に
立

っ
た
交
通
規
制
や
交
通
安
全
教
育

受賞者のみなさん

市市市市
民民民民
のののの
警警警警
察察察察
官官官官
表表表表
彰彰彰彰

加西警察署交通課警部補

矢野元嗣ご夫妻

人
3
団
体
に
善
意
の
表
彰

永
年
に
わ
た
り
檜
、
桜
、
紅
葉

の
植
林
、
造
園
な
ど
町
の
環
境
美

化
と
清
掃
奉
仕
活
動
を
続
け
ら
れ

て
い
る
。

國
井
眞
理
子
（
青
野
原
町
）

�
献
血
の
善
意
協
力

献
血
の
重
要
性
、
必
要
性
を
認

識
さ
れ
、
献
血
事
業
の
推
進
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

小
谷
芳
太
郎
（
鎮
岩
町
）

�
文
化
財
の
維
持
管
理
奉
仕
活
動

永
年
に
わ
た
り
、
町
の
神
社
な

ど
文
化
財
の
維
持
管
理
の
奉
仕
作

業
を
続
け
ら
れ
て
い
る
。

後
藤
　
沢
子
（
大
村
町
）

�
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

を
実
施
さ
れ
、
幼
稚
園
児
、
小
・

中
学
生
へ
の
交
通
安
全
教
室
、
高

齢
者
や
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
交
通
安

全
講
話
な
ど
年
間
１
０
０
件
に
も

及
ぶ
交
通
事
故
防
止
活
動
を
実
施

さ
れ
、
平
成
10
年
の
交
通
死
亡
事

故
大
幅
減
少
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

永
年
の
善
行
を
た
た
え
て

16
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市
で
は
平
成
十
二
年
四
月
採
用

の
市
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

〈
採
用
職
種
・
人
員
・
受
験
資
格
〉

●
（
事
務
5
名
）

昭
和
50
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

55
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者●
（
保
健
婦
〈
士
〉
1
名
）

昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
、
保
健
婦
（
士
）
の

免
許
を
有
す
る
者
又
は
平
成
12
年

３
月
31
日
ま
で
に
同
免
許
を
取
得

見
込
み
の
者

●（
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
2
名
）

昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
学
校
教
育
法
に
よ
る

短
期
大
学
以
上
を
卒
業
又
は
平
成

12
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
者
で
保
育
士
資
格
と
幼
稚
園

教
諭
免
許
の
両
方
を
有
す
る
者
又

は
平
成
12
年
３
月
31
日
ま
で
に
同

資
格
と
同
免
許
の
両
方
を
取
得
見

込
み
の
者

〈
受
験
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〉

①
受
験
申
込
書
（
本
市
所
定
の
も
の
）

②
受
験
票
（
本
市
所
定
の
も
の
）

③
最
終
学
校
（
学
校
教
育
法
に
定

め
る
学
校
を
い
う
）
の
卒
業
、
又

は
卒
業
見
込
証
明
書

④
最
終
学
校
（
学
校
教
育
法
に
定

め
る
学
校
を
い
う
）
の
成
績
証
明
書

⑤
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
、
保
健

婦
（
士
）
の
受
験
者
は
各
々
の
免

許
の
写
（
但
し
、
平
成
12
年
３
月
31

日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
者
は
不
要
）

〈
受
付
期
間
及
び
受
付
時
間
〉

平
成
11
年
７
月
５
日
（月）
〜
平
成

11
年
７
月
14
日
（水）
（
土
曜
日
・
日

曜
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
10
分

※
郵
送
に
よ
る
受
験
申
込
み
は
受

付
し
ま
せ
ん
。
本
人
又
は
代
理
人

が
持
参
し
て
下
さ
い
。

・
筆
記
試
験

８
月
１
日
（日）

試
験
場
所

加
西
市
役
所

・
面
接
試
験

８
月
３
日
（火）

〈
予
備
日
〉

８
月
４
日
（水）

・
実
技
試
験

８
月
３
日
（火）

〈
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
の
み
〉

・
試
験
場
所

面
接
・
実
技
試
験

市
民
会
館
コ
ミ
セ
ン

〈
募
集
要
項
配
布
、
受
験
申
込
み

及
び
問
い
合
わ
せ
先
〉

加
西
市
役
所
総
務
部
総
務
課
人
事

係
（
電
話
42
│
８
７
０
２
）

加
西
市
職
員
募
集

平
成
12
年
度
採
用

永
年
に
わ
た
り
「
は
つ
ら
つ
歩

こ
う
会
」
の
リ
ー
ダ
ー
と
会
員
の

健
康
増
進
と
会
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

志
方
　
美
津
（
北
条
町
北
条
）

◯
給
食
サ
ー
ビ
ス
配
達
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動

昭
和
63
年
か
ら
給
食
配
達
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
独
居
老
人
宅

へ
給
食
配
達
の
奉
仕
活
動
を
さ
れ

て
い
る
。

小
路
喜
美
子
（
北
条
町
北
条
）

◯
給
食
サ
ー
ビ
ス
調
理
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動

昭
和
58
年
か
ら
調
理
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
、
永
年
在
宅
福
祉
の

向
上
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

菅
野
ま
つ
子
（
常
吉
町
）

◯
給
食
サ
ー
ビ
ス
調
理
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動

昭
和
58
年
か
ら
調
理
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
、
永
年
在
宅
福
祉
の

向
上
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

高
井
　
典
子
（
北
条
町
横
尾
）

◯
給
食
サ
ー
ビ
ス
調
理
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動

昭
和
58
年
か
ら
調
理
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
、
永
年
在
宅
福
祉
の

向
上
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

高
橋
シ
ズ
コ
（
北
条
町
西
高
室
）

◯
給
食
サ
ー
ビ
ス
調
理
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動

昭
和
58
年
か
ら
調
理
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
、
永
年
在
宅
福
祉
の

向
上
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

深
江
か
め
子
（
鶉
野
町
）

◯
生
花
奉
仕
活
動

永
年
に
わ
た
り
、
町
の
公
会
堂

に
生
花
の
奉
仕
と
公
民
館
で
の
生

花
指
導
な
ど
奉
仕
活
動
を
続
け
ら

れ
て
い
る
。

藤
岡
　
成
子
（
畑
町
）

◯
給
食
サ
ー
ビ
ス
調
理
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動

昭
和
58
年
か
ら
調
理
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
、
永
年
在
宅
福
祉
の

向
上
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

堀
尾
ゆ
か
り
（
北
条
町
北
条
）

◯
給
食
サ
ー
ビ
ス
調
理
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動

昭
和
58
年
か
ら
調
理
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
、
永
年
在
宅
福
祉
の

向
上
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

松
本
ま
き
子
（
大
村
町
）

◯
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

永
年
に
わ
た
り
、「
は
つ
ら
つ
歩

こ
う
会
」
の
発
起
人
と
し
て
会
を

育
成
し
、
会
員
の
健
康
、
親
睦
を

図
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に

貢
献
さ
れ
た
。

森
　
　
昭
代
（
三
口
町
）

◯
給
食
サ
ー
ビ
ス
調
理
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動

昭
和
58
年
か
ら
調
理
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
、
永
年
在
宅
福
祉
の

向
上
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

横
田
ひ
ふ
み
（
中
野
町
）

◯
生
花
奉
仕
活
動

永
年
に
わ
た
り
、
公
共
施
設
に

生
花
の
奉
仕
活
動
を
続
け
ら
れ
て

い
る
。

下
宮
木
村
町
老
人
会
（
27
名
）

◯
環
境
美
化
清
掃
奉
仕
活
動

永
年
に
わ
た
り
、
町
の
公
会
堂
、

花
壇
の
草
引
き
な
ど
地
域
活
動
の

一
環
と
し
て
環
境
美
化
に
努
め
ら

れ
て
い
る
。

中
山
老
人
会

（
31
名
）

◯
環
境
美
化
清
掃
奉
仕
活
動

永
年
に
わ
た
り
、
町
の
神
社
境

内
、
公
会
堂
、
花
壇
の
清
掃
奉
仕

を
さ
れ
、
地
域
の
環
境
美
化
に
努

め
ら
れ
て
い
る
。

加
西
掃
除
に
学
ぶ
会
（
30
名
）

◯
公
共
施
設
の
清
掃
奉
仕
活
動

毎
年
全
国
か
ら
参
加
者
を
募
り
、

講
演
会
並
び
に
公
共
の
ト
イ
レ
掃

除
を
通
し
、
環
境
美
化
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

（
敬
称
略
）

サ
ル
ビ
ア
賞
（
団
体
）
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児
童
手
当
は
、
３
歳
未
満
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
前
年
の
所
得
が
所
得

制
限
限
度
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、

手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

児
童
手
当

認
定
請
求
に
つ
い
て

※
所
得
と
は
、「
譲
渡
所
得
等
を
含

め
た
総
所
得
か
ら
基
礎
控
除
（
８
万

円
）
を
差
し
引
い
た
も
の
」
を
い
い
、

こ
の
他
に
医
療
費
・
雑
損
・
小
規
模

共
済
掛
金
・
老
年
者
・
障
害
者
・

寡
婦
・
勤
労
学
生
の
各
控
除
が
あ
れ

ば
、
そ
の
額
を
さ
ら
に
差
し
引
い
た

額
と
な
り
ま
す
。

「
児
童
手
当
現
況
届
」
の
手
続
は
お
済
み
で
す
か
。
ま
だ

の
方
は
、
6
月
中
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ

�第一子 ￥ 5,000
�第二子 ￥ 5,000
�第三子～ ￥10,000

〈児童手当の額（月額）〉

〈扶養親族数別所得制限限度額〉
扶養親族
等 の 数

0 人 170万0千円 361万0千円

208万0千円 399万0千円

246万0千円 437万0千円

284万0千円 475万0千円

322万0千円 513万0千円

360万0千円 551万0千円

1 人

2 人

3 人

4 人

5 人

児　童　手　当
（国民年金加入・年金未加入者）

特　例　給　付
（厚生年金・共済組合加入者）

※老人扶養親族がある場合には一人につき６万円を加算した額

☆問合先 社会福祉課　女性児童係まで　電話42-８７２６

受
診
さ
れ
る
と
き
は
、
必
ず
新

し
い
受
給
者
証
を
病
院
、
診
療
所

の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る

の
は
、
前
年
の
所
得
が
別
表
の
限

度
額
以
下
で
、
次
に
該
当
す
る
人

で
す
。（
但
し
、
乳
幼
児
医
療
の
０

歳
児
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
せ

ん
。）

老
　
人

満
65
歳
〜
69
歳

障
害
者

身
体
障
害
者
手
帳
１
〜

３
級
、
及
び
療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
（1）

判
定
の
人

母
子
家
庭
等

満
18
歳
未
満
（
高

校
卒
業
ま
で
）
の
母
子
家
庭
及
び

父
子
家
庭
の
親
と
子
供
、
及
び
満

18
歳
未
満
の
遺
児

乳
幼
児

満
６
歳
未
満
児
（
但
し
、

３
歳
以
上
６
歳
未
満
は
入
院
の
み
）

右
記
に
該
当
し
、
ま
だ
申
請
手

続
を
し
て
い
な
い
人
は
、
早
急
に

し
て
く
だ
さ
い
。
新
た
に
該
当
さ

れ
る
方
に
は
、
申
請
案
内
を
通
知

し
ま
す
。
既
に
、
受
給
さ
れ
て
い

る
方
（
母
子
家
庭
等
以
外
）
に
は
、

新
し
い
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

7777
月月月月
1111
日日日日
かかかか
らららら
福福福福
祉祉祉祉
医医医医
療療療療

受受受受
給給給給
者者者者
証証証証
がががが
新新新新
しししし
くくくく
なななな
りりりり
まままま
すすすす

現在、外来（在宅医療を含む）で薬剤を処方して
もらうとき、何種類の薬を何日分投与されたかによ
って、一定の額を別途負担していただいております
が、老人保健で医療を受けている方（70歳以上ま
たは一定の障害を持つ65歳以上の方）は7月1日か
ら外来の薬剤にかかる一部負担については、特例措
置として国が患者さんに代わってお支払いします。

平成11年度福祉医療所得制限限度額表

区
　
分

扶養親
族の数

0
1
2
3
0
1
2
3
0
1
2
3
0
1
2
3
4

受給者本人

1,595,000
1,975,000
2,355,000
2,735,000
4,596,000
4,976,000
5,356,000
5,736,000

1,540,000
1,920,000
2,300,000
2,680,000
3,610,000
3,990,000
4,370,000
4,750,000
5,130,000

6,287,000
6,536,000
6,749,000
6,962,000
6,287,000
6,536,000
6,749,000
6,962,000

受給者の配偶者及び
扶 養 義 務 者
幼 児 保 護 者
（母子・父子等）

老
　
人

障
害
者

母
子
・
父
子
等

乳
幼
児

（円） （円） （円）

老人保健で医療を受けているみなさまへ老人保健で医療を受けているみなさまへ老人保健で医療を受けているみなさまへ老人保健で医療を受けているみなさまへ老人保健で医療を受けているみなさまへ老人保健で医療を受けているみなさまへ老人保健で医療を受けているみなさまへ老人保健で医療を受けているみなさまへ老人保健で医療を受けているみなさまへ老人保健で医療を受けているみなさまへ老人保健で医療を受けているみなさまへ老人保健で医療を受けているみなさまへ老人保健で医療を受けているみなさまへ老人保健で医療を受けているみなさまへ老人保健で医療を受けているみなさまへ老人保健で医療を受けているみなさまへ老人保健で医療を受けているみなさまへ老人保健で医療を受けているみなさまへ老人保健で医療を受けているみなさまへ老人保健で医療を受けているみなさまへ老人保健で医療を受けているみなさまへ

乳幼児医療費助成制度について
平成11年7月1日より、次のように拡大します。
受給対象者には、6月末に通知しますので、申請手続をして下さい。

現　在 0～3歳未満児
（0歳児以外は、所得制限あり）

入院、外来両方

7月1日～ 0～6歳未満児
（0歳児以外は、所得制限あり）

0～3歳未満児
入院、外来両方

3～6歳未満児　入院のみ

受給者の範囲 助 成 範 囲

☆問合先 市役所 保険課 福祉医療係（電話42-8723直通）
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加
西
市
史
編
さ
ん
委
員
会
が
発
足

し
て
以
後
、
近
世
史
部
会
で
は
、
史

料
所
蔵
者
の
協
力
を
得
て
、
市
域
に

関
係
す
る
江
戸
時
代
の
文
書
を
数
多

く
調
査
、
収
集
し
て
き
ま
し
た
。
最

近
で
は
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
収
集
し
た
史
料
の
確
認
作

業
を
始
め
て
お
り
、
大
ま
か
に
は
加

西
市
域
の
村
々
の
様
子
が
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。

江
戸
時
代
前
期
の
加
西
市
域
は
、

全
て
が
姫
路
藩
領
で
し
た
が
、
江
戸

時
代
中
後
期
に
な
る
と
、
様
々
な
大

名
領
・
旗
本
領
・
寺
社
領
等
の
他
に

幕
府
領
も
置
か
れ
、
分
散
的
に
領
有

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
最
も
多
く

の
領
地
を
有
し
て
い
た
の
は
、
徳
川

家
の
一
族
で
、
八
代
将
軍
吉
宗
の
と

き
に
置
か
れ
た
御
三
卿
（
清
水
家
・

田
安
家
・
一
橋
家
）
で
し
た
。
こ
れ

ま
で
収
集
し
て
き
た
江
戸
時
代
の
文

書
の
な
か
に
は
、
こ
れ
ら
御
三
卿
領

知
関
係
の
史
料
が
多
く
、
幸
い
に
も

そ
の
領
知
支
配
の
実
態
が
明
ら
か
に

な
り
つつ
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
清
水
領
知
に
は
大
庄
屋

的
な
存
在
と
し
て
の
組
合
中
取
締

役
、
ま
た
田
安
領
知
に
は
村
目
付
な

ど
、
そ
し
て
一
橋
領
知
に
は
惣
代
庄

屋
と
いっ
た
役
が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
多
く
は
寛
政
改
革
期
に
設
置
さ

れ
、
実
質
的
に
領
主
支
配
を
代
行
し

て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
役
の
実
態
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
詳
し
く
は
つ
か
め
て
い
ま
せ

ん
が
今
後
、
さ
ら
に
御
三
卿
領
知
関

係
の
史
料
の
調
査
を
進
め
、
個
々
の

役
の
実
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
御
三
卿
領
知
そ
れ
ぞ
れ
の

支
配
の
様
子
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。（

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
講
師
）

加
西
市
域
の
御
三
卿
領
知
史
料

加
西
市
史
編
さ
ん
委
員
会
　
近
世
史
部
会

山
　
　
　
善
　
弘

消消消消防防防防署署署署かかかかららららののののおおおお知知知知ららららせせせせ
梅
雨
前
線
が
停
滞
す
る
時
期
を

迎
え
、
集
中
豪
雨
の
被
害
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

集
中
豪
雨
は
、
短
時
間
の
う
ち

に
狭
い
地
域
に
集
中
し
て
降
る
豪

雨
の
こ
と
で
、
梅
雨
の
終
わ
り
ご

ろ
に
よ
く
起
こ
り
ま
す
。

狭
い
地
域
に
限
ら
れ
突
発
的
に

降
る
た
め
、
そ
の
予
測
は
比
較
的

困
難
で
す
。
河
川
の
氾
濫
や
土
砂

崩
れ
、
が
け
崩
れ
な
ど
に
よ
る
大

き
な
被
害
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

が
け
付
近
や
、
造
成
地
な
ど
は

気
象
情
報
に
十
分
注
意
し
万
全
の

対
策
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

わ
が
家
の
あ
る
地
域
の
状
況
を
知

っ
て
下
さ
い
。
豪
雨
に
弱
い
土
地
は
危

険
度
も
高
い
の
で
、
充
分
な
準
備
と

早
め
の
避
難
体
制
が
不
可
欠
。

就
寝
中
は
無
防
備
に
な
り
ま
す
か

ら
、
寝
室
は
危
険
か
ら
遠
ざ
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
近
く
に
が
け

な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
で
き
る
だ

け
離
れ
た
場
所
を
寝
室
に
し
ま
し

ょ
う
。
お
年
寄
り
、
乳
幼
児
、
病

人
、
障
害
者
な
ど
の
部
屋
に
つ
い

て
も
同
様
で
す
。

消
防
本
部
で
は
、
毎
月
第
四
日

曜
日
（
午
前
９
時
〜
正
午
）
に

「
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市
民

救
命
士
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
社
や
町
内
会
等
各
種

団
体
に
つ
い
て
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
時
間
・
場
所
等
は
消

防
本
部
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

修
了
者
に
は
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市

民
救
命
士
）
を
受
講
し
て
か
ら
三

年
を
経
過
さ
れ
た
方
は
、
救
命
技

能
を
維
持
向
上
す
る
た
め
に
、
再

講
習
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
も
の
時
の
為
に
一
家
に
一

人
は
応
急
手
当
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
加
西
市
消
防
本
部
（
電

話
42
│
０
１
１
９
）
警
防
課
救
急

係
ま
で
。

応
急
手
当
を
覚
え

市
民
救
命
士
に
な
り
ま
し
ょ
う

☆
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会

四
月
の
受
講
者

〔
新
規
受
講
者
　
十
六
名
〕

▽
田
中
博
美
（
栗
田
）
▽
小
藪
須

美
子
（
栗
田
）
▽
木
村
奈
美
（
西

高
室
）
▽
露
口
道
子
（
畑
町
）
▽

別
名
み
ど
り
（
山
下
町
）
▽
石
田

と
も
子
（
岸
呂
町
）
▽
山
本
美
和

（
田
原
町
）
▽
後
藤
惠
子
（
鶉
野
町
）

▽
永
長
恵
美
子
（
鶉
野
町
）
▽
織

部
孝
子
（
繁
昌
町
）
▽
山
端
靖
伸

（
繁
昌
町
）
▽
田
先

瞳
（
鴨
谷
町
）

▽
増
田
ハ
ツ
コ
（
下
道
山
町
）
▽

高
石
弘
代
（
加
古
川
市
）
▽
楠
田

初
江
（
神
崎
郡
）
▽
藤
尾
ヤ
ヨ
エ

（
神
崎
郡
）

〔
再
講
習
者
　
一
名
〕

▽
吉
村
み
ど
り
（
東
高
室
）

梅
雨
に
備
え
て

江
戸
時
代
の
加
西
市
領
主
一
覧

▽
姫
路
藩
（
姫
路
市
）

▽
林
田
藩
（

同
　
）

▽
赤
穂
藩
（
赤
穂
市
）

▽
三
草
藩（

加
東
郡
社
町
）

▽
八
木
氏

（
加
東
郡
滝
野
町
）

▽
出
石
藩

（
出
石
郡
出
石
町
）

▽
宮
川
藩

（
滋
賀
・
長
浜
市
）

▽
浜
松
藩

（
静
岡
・
浜
松
市
）

▽
内
藤
氏（

同
・
藤
枝
市
）

▽
小
田
原
藩

（
神
奈
川
・
小
田
原
市
）

▽
田
　
安
（
東
京
都
）

▽
一
　
橋
（

同
　
）

▽
清
　
水
（

同
　
）

▽
佐
倉
藩

（
千
葉
・
佐
倉
市
）

▽
忍
　
藩

（
埼
玉
・
行
田
市
）

▽
古
河
藩

（
茨
城
・
古
河
市
）

▽
笠
間
藩（

同
・
笠
間
市
）

▽
宇
都
宮
藩

（
栃
木
・
宇
都
宮
市
）

▽
鳥
山
藩（

同
・
鳥
山
町
）

▽
高
崎
藩

（
群
馬
・
高
崎
市
）

▽
前
橋
藩（

同
・
前
橋
市
）

▽
会
津
藩

（
福
島
・
会
津
若
松
市
）

▽
井
上
氏

（
同
・
い
わ
き
市
）

▽
山
形
藩

（
山
形
・
山
形
市
）

▽
土
岐
氏（

同
・
上
山
市
）

崩れそうな土地がある

こんな「がけ」は危ない
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三
方
を
山
に
囲
ま
れ
小
さ
な
谷た
に

間あ
い

に
あ
る
の
で
狭さ

谷た
に

と
称
し
、
佐
谷
の

字
を
あ
て
た
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

県
道
滝
野
・
市
川
線
、
在あ
り

田た

郵
便

局
か
ら
北
に
細
長
く
開
け
、
花
の
頃

に
は
、
山
行
き
。
秋
は
茸
狩
り
、
雑ざ

魚こ

取と

り
な
ど
、
の
ど
か
な
風
景
が
浮

か
ん
で
き
そ
う
な
雰
囲
気
の
あ
る
佐

谷
町
、
区
長
森
脇
俊
一

も
り
わ
き
し
ゅ
ん
い
ち
さ
ん
の
お
宅

を
伺
い
ま
し
た
。「
長
連
寺
、
上
天

寺
、
下
屋
敷
、
五
輪
山
な
ど
歴
史
を

刻
む
古
き
昔
を
偲
ば
せ
る
町
で
も
あ

り
、
年
の
始
め
の
正
月
３
日
に
は
、

公
会
堂
近
く
の
町
の
顔
と
言
う
べ
き

八は
ち

幡ま
ん

神じ
ん

社じ
ゃ

に
豊
作
、
家
内
安
全
を

祈
っ
た
あ
と
、
一
年
の
行
事
を
決
め

る
初は
っ

参さ
ん

会か
い

に
参
加
す
る
の
が
恒
例
に

な
っ
て
い
ま
す
。
河
川
改
修
を
伴
う

土
地
改
良
事
業
や
下
水
道
事
業
で

町
は
一
変
し
、
古
く
か
ら
武
人
弓
矢

の
神
と
し
て
町
の
信
仰
を
集
め
て
い
る

八
幡
神
社
が
、
63
年
ぶ
り
に
町
の
内

外
か
ら
の
篤
志
を
い
た
だ
き
改
修
さ

れ
、
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

秋
の
祭
り
に
は
、
こ
の
新
し
く
な
っ
た

玉
垣
の
境
内
か
ら
今
年
８
年
越
し
の

石い
そ

部べ

神
社
郷
の
神み

輿こ
し

を
出
す
か
き
番

に
当
た
っ
て
お
り
、
地
元
の
太
鼓
振

興
会
の
メ
ン
バ
ー
の
威
勢
の
よ
い
祭
太

鼓
に
乗
っ
て
こ
の
境
内
か
ら
練
り
だ
し

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
町
は
山
ど
こ

ろ
、
町
有
林
も
多
く
、
古
く
は
林
業

が
盛
ん
な
町
で
し
た
。
行
事
の
取
り

組
み
は
、
全
員
参
加
、
時
間
厳
守
が

伝
統
で
、
み
ん
な
の
作
っ
た
約
束
ご
と

を
長
い
年
月
か
け
て
定
着
さ
せ
て
き

た
と
い
う
誇
り
が
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
さ
れ
て
い
ま
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
市

の
大
会
に
は
、
欠
か
さ
ず
参
加
し
、

町
の
役
員
は
勿
論
、
多
く
の
人
が
応

援
に
駆
け
つ
け
、
選
手
よ
り
も
応
援

者
の
方
が
多
い
ぐ
ら
い
で
、
な
に
を
す

る
に
し
て
も
、
た
く
さ
ん
の
人
数
で

す
。」
と
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。「
８

月
の
お
盆
に
は
、
町
中
の
も
の
が
公

会
堂
に
集
ま
り
、
子
供
た
ち
は
氷
か

き
、
金
魚
す
く
い
。
お
と
な
は
、
隣

保
対
抗
の
ど
自
慢
、
盆
お
ど
り
。
子

供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
浴
衣
姿
に
く

つ
ろ
い
で
の
た
の
し
い
出
会
い
と
交
流

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
続
け
て
お
り
、
今
年

で
23
回
を
数
え
る
ほ
ど
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
町
の
行
事
に
な
り
ま
し
た
。

９
年
か
ら
は
、
自
主
防
災
組
織
を
つ

く
り
、
年
２
回
の
消
防
訓
練
に
は
た

く
さ
ん
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、

お
年
寄
り
の
方

と
の
交
流
を
は

か
る
『
い
き
い

き
委
員
会
』
も

10
年
に
設
立

し
、
町
の
み
ん

な
で
、
ま
ち
を

良
く
し
て
い
こ

う
と
い
う
意
気

込
み
が
み
な
ぎ

り
、
協
力
的
で

仲
の
良
い
町
な

ん
で
す
よ
」
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。「
町
の
一

番
北
の
奥
に
は
、
80
町
歩
の
田
畑
を

養
う
３
・
７
万
ト
ン
の
水
甕
の
奥
池

が
あ
り
、
木
々
の
青
さ
を
水
面
に
う

つ
し
、
小
鳥
が
さ
え
ず
り
、
森
林
浴

も
で
き
る
素
晴
ら
し
い
場
所
で
、
こ
の

自
然
を
後
の
世
に
継
承
し
て
い
き
た

い
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
健
康
と
ふ
れ

あ
い
を
大
切
に
す
る
た
め
に
も
、
町

あ
げ
て
『
歩
こ
う
会
』
の
輪
を
広
げ
、

一
緒
に
四よ

方も

山や
ま

話
や
ら
食
事
を
し
た

り
し
て
、
人
の
絆
を
大
切
に
す
る
活

動
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

畦あ
ぜ

越こ

し
に
水
が
ゆ
ら
ゆ
ら
、
早
苗

が
風
に
ゆ
れ
、
と
て
も
さ
わ
や
か
で
落

ち
つ
い
た
町
の
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

ふり返って初めて気づくふるさとの
あたたかさ、新しい発見

あなたのまちをつれづれ紀行

佐谷町区長の
森脇さん

年2回行われる自主防災組織の消防訓練

まちの数字 91世帯　337人
（男163人・女174人）

次回は上野町の予定です。

ふ
れ
あ
い
が
こ
だ
ま
す
る

山
あ
い
の
ま
ち

新しくなった街の顔、八幡神社

佐
さ

谷
たに

町
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去
る
５
月
27
日
（木）
、
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
か
し
の
実
グ
ル
ー
プ
」

が
、
視
力
障
害
者
と
の
交
流
会
を

行
い
ま
し
た
。
か
し
の
実
グ
ル
ー

プ
は
、
市
広
報
や
新
聞
の
身
近
な

記
事
を
テ
ー
プ
に
録
音
し
、
視
力

視視視視
力力力力
障障障障
害害害害
者者者者
のののの
方方方方
々々々々
とととと
交交交交
流流流流
会会会会

５月14日（金）、交通自治班優良校
の表彰を受けた泉小学校（西村忠昭
校長）で交通安全教室が開催されま
した。人形を使って実際にトラック
の停止距離の長さや、内輪差を学習。
横断歩道の正しいわたり方も学びま
した。

５月16日（日）兵庫県フラワーセン
ター南門前で、ボーイスカウトたち
が同センターを訪れる観光客の皆さ
んに、市内の小学５年生（約600名）
が市内の名所を紹介した作文、市花
サルビアの種、返信用のハガキが入
った封筒を手渡しました。

さわやかキャンペーンを実施

会場に入りきれない患者さん
も

５月８日（土）看護の日、加西病院
では小中高生や婦人会の皆さんによる
「ふれあい看護体験」をはじめ、看護
士有志によるコーラスや、善防中学校
ブラスバンド部（井上みき教諭指揮）
による演奏で構成される「ふれあいコ
ンサート」が実施されました。

病院がコンサートホールに

泉小で交通安全教室

ぼ
く
の
夢

日
吉
小
学
校
六
年

遠
藤
　
康
史
く
ん

ぼ
く
は
、
お
父
さ
ん
の
あ

と
を
継
い
で
た
た
み
屋
に
な

り
た
い
。

た
た
み
を
作
っ
た
り
、
重

い
た
た
み
を
運
ん
で
い
る
お

父
さ
ん
は
と
て
も
か
っ
こ
い

い
。た

た
み
は
、
日
本
人
の
心

だ
か
ら
日
本
か
ら
和
風
の
文

化
が
な
く
な
ら
な
い
よ
う

に
、
ぼ
く
が
お
父
さ
ん
の
仕

事
を
引
き
継
い
で
守
っ
て
い

き
た
い
。

ごみゼロの日の５月30日（日）、市連合
婦人会（山本賀代子会長）は、市役所
周辺の幹線道路を中心に、市内全町で
クリーンキャンペーンを展開、建設業協会
（柳正己会長）とダンプカー協会（塚原
忠勝会長）は不法投棄された粗大ごみ
の収集にご協力いただきました。

ごみゼロの日 市内一斉にクリーンキャンペーン

障
害
者
の
方
々
に
送
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
実
際
に
テ
ー
プ
を
聞
い

て
お
ら
れ
る
方
々
と
の
交
流
会
を

開
き
、
お
互
い
の
親
睦
を
深
め
て

い
ま
す
。

今
回
は
あ
い
に
く
の
雨
で
、
予

定
し
て
い
た
丸
山
公
園
に
は
行
け

ず
残
念
で
し
た
が
、
健
康
福
祉
会

館
で
カ
ラ
オ
ケ
を
交
え
て
、
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
か
ら
、「
朗
読
劇
が

き
き
た
い
!!
」
と
の
突
然
の
リ
ク

エ
ス
ト
に
も
応
え
、
皆
さ
ん
と
て

も
よ
ろ
こ
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
お
元
気
な

姿
を
見
る
と
、
声
の
情
報
づ
く
り

に
意
欲
が
わ
い
て
き
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

愛
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

加
西
で
生
ま
れ
加
西
か
ら
広
が
る
日
本
の
新
し
い
文
芸

型
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
に
心
の
ま
ま
を
表
現
す
る

パトカーや白バイの説明も受
けました。

大人気の朗読劇

返事が返ってくるのが楽しみ
です。

何故、こんなに沿道にごみが
多いのでしょうね。

か
し
の
実
グ
ル
ー
プ

押
し
て
も
引
い
て
も
風
が
ま
わ
す
ひ
と
の
春
秋

道
化
師
が
赤
鼻
を
直
す

暗
い
通
路
で

大
和
糊
で
貼
り
付
け
る
コ
ラ
ー
ジ
ュ
と
い
う
う
す
情

振
り
向
く
こ
と
も
忘
れ
た
ん
だ
ね

風
と
歩
い
て
いっ
た
老
犬

人
間
の
ひ
ん
曲
が
っ
た
根
性
に
近
づい
て
い
る

時
間
の
愚
痴
も
聞
き
あ
き
た

脳
死

く
た
び
れ
て
い
る
が

う
ぬ
ぼ
れ
ひ
と
つ
あ
た
た
め
る

歌
の
最
後
は
何
時
も
「
枯
葉
」
暮
色
の
街
の
花
冷
え

岡
　
夕
花

北
村
栄
一

山
本
二
昭

辻
　
美
沙

荻
野
　
享

い
し
だ
實

江
黒
　
賢

井
塚
理
人
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同和教育
シリーズ

1．大きな節目
1998年（平成10年）は、「世界人権宣言」が

採択されて50周年という記念すべき年でした。
また、わが国においては、人権擁護委員制度が
スタ－トして50年目とも重なる年でもありました。
では、「人権宣言」とはいったいどんなもので
しょうか!
1945年に、人類にとってこの上もなく悲惨な

出来事であった2度の世界大戦の反省から、より

普遍的・総合的に平和を考える世界的な機構が必
要だとして、「国際連合」が発足しました。その
第3回総会において「人権宣言」が採択されまし
た。
「人権宣言」は、人間として、あるいは人間の
集団として配慮すべき約束ごとが国際的に申し
合わされたものと解釈できます。
今日、人権擁護に対する関心と期待が広がり

ゆくなか、「人権宣言」の意義が理解され、基本
的人権の尊重と、確保への具体化がさまざまな
視点から進められています。
すべての人の基本的人権が尊重されてこそ、

誰もが住みやすい、明るい社会につながっていく
のです。

人権の世紀への新たな出発

http://www.sannet.ne.jp/kasaiedu  加西市教育委員会　　http://www.justnet.or.jp/home/izumijhs  泉中学校

村
前
遺
跡
の
西
方
の
谷
間
に
は

七
世
紀
後
半
期
の
吸
谷
廃
寺
が
あ

り
、
遺
跡
周
辺
は
播
磨
国
風
土
記

に
い
う
賀
毛
郡

か
も
の
こ
お
り

修
布
里

す
ふ
の
さ
と

の
推
定
地

に
な
っ
て
い
ま
す
。

発
掘
調
査
の
結
果
、
奈
良
時
代

頃
（
約
千
二
百
年
前
）
の
倉
庫
跡

と
考
え
ら
れ
る
建
物
が
二
十
六
棟

見
つ
か
り
ま
し
た
。
倉
庫
は
棟
方

向
を
な
ら
べ
、
倉
庫
群
と
し
て
形

成
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
倉
庫
群
の
周
辺
の
ゴ
ミ

捨
て
穴
か
ら
大
量
の
奈
良
時
代
の

土
器
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

不
用
に
な
っ
た
食
器
類
を
ま

と
め
て
捨
て
た
も
の
と
思
わ

れ
、
他
に
硯
す
ず
り
や
瓦
も
あ
り
ま

し
た
。

今
回
見
つ
か
っ
た
倉
庫
群
、

大
量
の
土
器
、
硯
、
墨
書
ぼ
く
し
ょ

土
器
な

ど
の
存
在
か
ら
、
村
前
遺
跡
は
一

般
集
落
と
は
異
な
っ
た
、
む
し
ろ

役
所
的
な
様
相
を
示
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
周
辺
の
同
時
期

の
遺
跡
の
中
で
も
中
心
的
な
役
割

を
持
っ
た
遺
跡
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

74

村
前
遺
跡
…
西
上
野
町

奈
良
時
代
の
大
倉
庫
群
を
発
見
!

播
磨
国
風
土
記
の
「
修
布
里

す
ふ
の
さ
と
」
の
役
所
関
係
の
施
設
か
？

直径20cmの倉庫の柱材

位置図

「
ふ
れ
あ
い
活
動
を
通
し

豊
か
な
心
を
育
て
る
」

宇宇宇宇
仁仁仁仁
小小小小
学学学学
校校校校

核
家
族
化
や
少
子

化
等
の
進
展
に
伴

い
、
子
ど
も
達
を
取
り
巻
く
人
間

関
係
の
希
薄
化
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
域
の
協
力
を
得
、

小
規
模
校
の
特
色
を
生
か
し
つ
つ

様
々
な
人
た
ち
と
の
交
流
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら

の
ふ
れ
あ
い
の
中
で

互
い
の
理
解
を
深

め
、
思
い
や
り
の
心

や
社
会
性
を
培
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

【
親
子
ハ
イ
キ
ン
グ
】

五
月
、
親
子
で
青

野
運
動
公
苑
ま
で
ハ

イ
キ
ン
グ
を
し
ま
す
。

現
地
で
は
、
宝
探
し
や
ゲ
ー
ム

大
会
を
し
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を

深
め
ま
す
。
帰
り
に
は
、
親
子
で

公
苑
内
や
道
路
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い

を
し
、
環
境
を
美
し
く
保
つ
こ
と

の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

【
さ
つ
ま
い
も
祭
り
】

十
一
月
に
、
地
域
の
老
人
会
の

方
々
を
招
待
し
、
地
域
の
方
か
ら

借
り
た
学
校
園
で
栽
培
し
た
さ
つ

ま
い
も
を
調
理
し
て
、
試
食
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

恒
例
の
行
事
で
あ
り
、
祭
り
が

近
づ
く
と
、
子
ど
も
達
は
招
待
状

を
作
っ
た
り
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
た

り
と
、
大
張
り
切
り
で
す
。

子
ど
も
達
と
語
り
合
い
な
が
ら

の
一
日
を
、
地
域
の
お
年
寄
り
も

大
変
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
老
人
施
設
の
訪
問
】

十
二
月
の
参
観
日
に
、
親
子
で

餅
つ
き
を
し
、
つ
き
た
て
の
お
も

ち
を
持
っ
て
第
二
サ
ル
ビ
ア
荘
を

訪
問
し
て
い
ま
す
。
施
設
で
は
紅

白
の
お
も
ち
を

手
渡
し
、
歌
や

楽
器
の
演
奏
を

披
露
し
ま
す
。

涙
な
が
ら
に

拍
手
を
し
、
子

ど
も
達
の
手
を

し
っ
か
り
握
り

し
め
る
お
年
寄
り
の
姿
に
、
胸
が

熱
く
な
り
ま
す
。

【
ふ
れ
あ
い
教
室
】

二
月
の
中
旬
、
地
域
の
方
々
に

学
校
に
来
て
も
ら
い
、
伝
承
遊
び

や
手
芸
の
教
室
を
開
き
ま
す
。

子
ど
も
達
は
、
希
望
す
る
教
室

に
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
普
段

話
し
た
こ
と
も
な
い
人
々
と
の
一

時
は
新
鮮
な
体
験
で
あ
り
、
異
年

齢
間
で
の
絶
好
の
ふ
れ
あ
い
の
機

会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
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言
葉
通
り
、
毎
日
の
生
活
を
い
か
に
自
分
で

行
う
か
と
い
う
も
の
で
す
。
随
分
昔
に
な
り

ま
す
が
、
い
つ
も
ど
お
り
服
を
着
る
練
習
を
し

て
い
る
と
不
機
嫌
に
な
る
お
じ
い
さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
よ
く
話
を
聞
い
て
み
る
と
、

服
の
着
替
え
、
靴
下
の
脱
ぎ
は
き
は
全
て
奥

さ
ん
の
役
目
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
よ
う
な

人
に
、
い
く
ら
訓
練
だ
か
ら
、
み
ん
な
や
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
と
い
っ
て
も
、
今
更
服
が
着
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

人
は
生
き
て
き
た
よ
う
に
生
き
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
周
り
か
ら
見
れ
ば
ど
う
し
よ
う

も
な
く
重
い
障
害
が
あ
っ
て
も
生
き
生
き
と
輝

い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
あ
れ
ば
、
わ
ず
か
な
障

害
に
も
立
ち
す
く
ん
で
し
ま
わ
れ
る
方
も
あ

り
ま
す
。
何
が
自
分
に
と
っ
て
大
切
な
の
か
、

ど
う
生
き
て
い
き
た
い
の
か
、
そ
の
為
に
今
何

を
す
る
べ
き
か
を
一
度
考
え
ら
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
持
っ
て
い
る
引
き
出
し
（
趣
味
、

関
心
な
ど
）
が
多
い
ほ
ど
い
い
の
か
、
一
つ
の
こ

と
に
熱
中
す
る
の
が
い
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
ど
う
せ
○
○
だ
か
ら
と
い
っ
て
諦
め
な

い
で
下
さ
い
。

ど
う
す
れ
ば
動
き
や
す
く
な
る
の
だ
ろ
う

か
と
か
、
生
活
し
や
す
い
環
境
を
私
た
ち
も

一
緒
に
悩
ん
だ
り
考
え
た
り
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
作
業
療
法
と
は
、
い
か
に
そ
の
人
が

そ
の
人
ら
し
く
生
活
し
て
い
く
か
を
お
手
伝
い

す
る
も
の
で
す
。
だ
か
ら
少
し
だ
け
作
業
療

法
と
い
う
言
葉
を
覚
え
て
お
い
て
下
さ
い
。

お
元
気
で
す
か
？

加
西
市
の
高
齢
化
率
が
17
％
を
超
え
、
本

格
的
な
高
齢
社
会
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
周
り
に
も
御
高
齢
の
方
が
た
く
さ
ん
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
病
気
知
ら
ず
で
、
元

気
に
一
生
を
送
れ
る
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
と
思

い
ま
す
が
、
簡
単
そ
う
で
な
か
な
か
難
し
い
よ

う
で
す
。

病
院
で
も
毎
日
た
く
さ
ん
の
方
が
、
自
分

な
り
の
目
標
に
向
か
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
に

励
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
病
名
は
同
じ
で
も
、

障
害
は
み
ん
な
違
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
人
の

今
ま
で
の
生
活
や
考
え
方
も
違
い
ま
す
。

作
業
療
法
の
柱
の
一
つ
に
日
常
生
活
動
作

訓
練
と
い
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

市立加西病院

作業療法士

西岡江理子

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

││
作
業
療
法
を
覚
え
て
お
い
て
下
さ
い
││

“年一回は、歯ぐきの定期健
診を”、このことは生活に根付
いてきましたか？ そして自己
流ではなく、専門家

．．．
にみがいて

もらう等指導を受けた正しいみ
がき方をマスターし、口の中が
気持ちのいい体験をしましょ
う。

（加西市歯科衛生士会）

気持ちのいい歯みがきとは

月 の
わ
が
家
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

今
〈作り方（4人分）〉
①皮をむいた長芋400�を酢水につけてからお
ろし器でおろし、すり鉢に入れ卵白１ケ分と
塩少々を加えすり合わせる。
②棒寒天１本を水で柔らかく戻す。
③なべにだし１カップを煮たて②を絞って入
れ、煮溶かし熱いうちに①を混ぜる。
④流し箱に③を流し入れ冷やし固める。
⑤切り分けて器に盛り好みの薬味とかけ汁を添
える。

先日訪問した80歳になるAさんは、高血圧症と
動脈硬化症があります。手足のしびれがひどく、起
きあがると目まいがするため、トイレと食事のとき以
外は、ほとんどベッド上で寝ている生活です。Ａさ
んと今までの生活を振り返ってみると、「若い時の
体の使い方が悪かった。よく働けるし、食べられる
しと思って自分の体をいたわることを怠けとったか
らなぁー。」と言われました。具体的に聴くと、40歳
代頃何度か血圧を測り、少し高いと注意されたが、
自覚症状もなく放っていたそうです。手がしびれた
り、頭がフラフラするようになって治療し始めたが、
検査の結果、血管が固くなり動脈硬化が進んで小
さな血管がいくつか詰まっている。血圧が高いまま
放置していたことや、毎日二合のお酒、40本のタ
バコも動脈硬化の原因と聞き、自分でも「やっぱり」
と思ったそうです。Ａさんの話を聞き、健診を受け
ておられなかったのか尋ねると、60歳代に１度だけ
受けたが、続けて受けなかった。調子が悪くなっ
たら医者に行けばよいと思っていたと聞き、続けて
健診を受けておられたら、自分の身体の状態を見
直す機会になったのでは、と残念に思いました。
健康を維持していくためには、①若いときからの

健康づくりが大切です。自覚症状がない時から健
診を受け、その結果から自分の生活を見直しまし
ょう。②継続して健診を受けましょう。改善した生
活が続けられないと言われる方も、毎年健診を受
けることにより、気持ちをひきしめ、初心にもどるきっ
かけにしてほしいと思います。
加西市では、みなさんの都合の良い日・時

間・場所を選んで受けられるように、「町ぐるみ健
診」・「医療機関での健診」等健診の機会を設け
ています。身近な所で是非受け、毎年の結果を見
比べていくことにより、自分の健康状態をチェックし
ましょう。

健康づくりに
健診を利用しましょう。

〈シェフから一言〉
冷やしておいしい料理も野

菜と組み合わせた料理を心が
けましょう。
たまには手の込んだ料理を!

い
ず
み
会
会
員
（
上
万
願
寺
町
）

大
豊
　
洋
子
さ
ん
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申
込
先

教
育
委
員
会
体
育
保
健

課
社
会
体
育
係
（
電
話
42
│
８
７
７
３
）

―
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
っ
て
ど

ん
な
ス
ポ
ー
ツ
？
―

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
コ
ー
ト
を
使

っ
て
、「
前
」
１
人
と
「
後
ろ
」
２

人
の
３
名
で
ラ
ケ
ッ
ト
で
ボ
ー
ル

を
打
ち
合
い
、
２
回
ま
で
に
相
手

の
コ
ー
ト
に
返
す
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

ス
ポ
ン
ジ
ボ
ー
ル
に
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
羽
根
を
つ
け
る
た
め
、
ス
ピ

ー
ド
が
押
さ
え
ら
れ
初
め
て
の
人

で
も
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

日
　
時

７
月
18
日
（日）

午
前
９
時
〜

場
　
所

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム
編
成

40
歳
以
上
の
男
子

で
編
成
。（
但
し
、
38
歳
以
上
の
男

性
は
１
名
、
中
学
生
以
上
の
女
子

は
４
名
ま
で
出
場
可
）

参
加
料

１
チ
ー
ム
２，
０
０
０
円

（
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
未
登
録
チ

ー
ム
３，
０
０
０
円
）

受
付
・
抽
選

当
日
会
場
に
て

連
絡
先

松
田
勝
行

（
電
話
48
│
２
３
０
９
）

壮
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
　
時

７
月
４
日
（日）

※
雨
天
決
行

行
　
先

赤
穂
・
日
生
・
西
大
寺

方
面
（
赤
穂
で
は
、
自
由
散
策
を

お
楽
し
み
下
さ
い
）

集
　
合

午
前
７
時
に
市
役
所
玄

関
前

募
集
人
員

30
名
（
先
着
順
）

参
加
費

一
般
６，
０
０
０
円
・
小

学
生
以
下
５，
０
０
０
円
（
傷
害
保

険
料
含
）

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
〒
６
７
５
│
２
３

０
２
北
条
町
栗
田
48

井
上
正
和

ま
で

問
合
先

高
田
辰
夫

（
電
話
44
│
３
０
５
５
）

日
　
時

毎
月
第
４
日
曜
日

午
前
９
時
〜
12
時

場
　
所

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
加
西
球
場
隣
）

連
絡
先

河
合
博
文
（
電
話
49
│

０
８
２
２
）
渡
辺
俊
彦
（
電
話
46
│

０
３
２
１
）

サ
ッ
カ
ー
し
ま
せ
ん
か
？

女
子
小
学
生
募
集
!!

加
西
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

19歳女子。「アンケートに協力して」と事務所に
つれて行かれ、30万円の化粧品購入契約をしまし
た。（親には内緒、クレジットの確認は携帯電話で
受けた）１ヵ月後、親に反対されたので今から解約
したいのですが…。
未成年者の契約には親権者の同意が必要です。

この例では親の同意もなく、小遣いの範囲を超え
る高額契約のため取り消しできます。取り消しは内

容証明郵便でおこないましょう。
なお、自分で未成年者ではないとウソをついた場

合や、結婚している場合は取り消しできません。
未成年者は法的に守られているはずですが、実

際は多くのトラブルに巻き込まれているようです。あ
きらめないで消費生活相談窓口にご相談ください。
■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時
～午後4時、市役所2階��8739）

消費生活相談Q&A 「未成年者の契約要注意!」
Ｑ

Ａ

ハナサク

入 湯 料 300円
入浴時間
10：00～18：30
（月曜日を除く）

6月27日はラベンダー湯の日

皆さんのオアシス
健康福祉会館大浴場のご利用を

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ス
リ
ル
や
お

も
し
ろ
さ
を
そ
の
ま
ま
に
、
手
軽

さ
と
や
さ
し
い
ル
ー
ル
で
楽
し
め

ま
す
。
家
族
や
仲
間
た
ち
と
チ
ー

ム
を
組
み
、
楽
し
く
プ
レ
ー
し
ま

せ
ん
か
。

日
　
時

６
月
30
日
（水）
〜
９
月
１

日
（水）

午
後
８
時
〜
９
時
30
分

場
　
所

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員

30
名
（
先
着
順
）

対
　
象

市
内
に
在
住
も
し
く
は

勤
務
さ
れ
る
方

参
加
費

無
料

フ
ァ
ミ
リ
ー

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

下水道の使える区域では一日も早く水洗化を! 今月の下水道
促進標語 ・わが家から　はじまるきれいな　水の旅

国
民
年
金
の
第
１
号
・
第
３
号

被
保
険
者
の
加
入
は
60
歳
ま
で
で
、

以
後
自
動
的
に
資
格
を
喪
失
し
ま

す
。し

か
し
、
60
歳
に
な
る
ま
で
に

年
金
を
受
け
る
た
め
の
受
給
資
格

期
間
（
原
則
25
年
）
を
満
た
す
こ

と
が
で
き
な
い
人
は
、
65
歳
に
な

る
ま
で
必
要
な
期
間
、
任
意
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
昭
和
30

年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
で
65
歳

ま
で
任
意
加
入
し
て
も
受
給
権
を

満
た
せ
な
い
人
は
、
70
歳
ま
で
の

間
、
受
給
資
格
を
満
た
す
ま
で
任

意
加
入
で
き
ま
す
。）

過
去
に
、
保
険
料
を
納
め
て
い

な
い
期
間
や
免
除
を
受
け
た
期
間

が
あ
り
、
年
金
額
が
低
い
人
も
、

任
意
加
入
し
て
年
金
額
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
頃
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

（
な
お
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に

加
入
中
の
人
及
び
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人
は
除
く
。）

国
民
年
金
は
60
歳
以
上

の
人
も
加
入
で
き
ま
す

あ
き
ら
め
な
い
で
!
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〈ママの一言〉
大人やテレビのまねをし、会話ができる様になって、嬉し
そうに話しをしてくれます。元気で思いやりのある人に育っ
て欲しいと思っています。

（パパ・吉恭さん ママ・亜希さん）

松尾美咲ちゃん（東高室）
2歳6カ月

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）
７月６日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室
■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）
７月６日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室
■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）
７月１日（木）健康福祉民館
７月８日（木）農村環境改善センター・７月15日（木）北部公民館

時間はいずれも午後１時30分～午後４時
■法律相談
６月24日（木）健康福祉会館　受付は午前９時30分～正午
■市民相談
月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所１階市民相談係

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）
毎週火曜日午前９時～午後５時　市役所２階環境課

相相相相 談談談談

乳乳乳乳幼幼幼幼児児児児健健健健診診診診

休休休休日日日日ののののおおおお医医医医者者者者ささささんんんん

■2カ月児（先天性股関節脱臼）健診 （受付時間）

平成11年４月生れの乳児 ６月22日（火） 午後１時～２時
■4カ月児健診
平成11年２月生れの乳児 ７月７日（水） 午後１時～２時
■1歳6カ月児健康診査
平成10年１月生れの幼児 ７月13日（火） 午後１時～２時
■3歳児健康診査
平成８年１月生れの幼児 ７月21日（水） 午後１時～２時
■乳幼児保健相談
希望者 ７月14日（水） 午後１時～２時
■離乳食講習会（約2時間の予定）
３～５カ月児の保護者 ７月14日（水） 午後１時～１時30分

※上記、いずれも健康増進センターで行います。

6月20日（日） 田仲クリニック （北条町・電話42-４９５０）

27日（日） 小橋医院 （北条町・電話42-０４１２）

7月 4日（日） 安積医院 （西剣坂町・電話46-０３６１）

11日（日） 徳岡内科 （北条町・電話42-０１７８）

18日（日） 三宅医院 （中野町・電話49-００６７）

20日（火） 天沼医院 （北条町・電話42-３６３６）

■ 妊婦教室と母子健康手帳の交付
６月17日（木）・７月15日（木）健康増進センター
受付は午前９時～９時半（講習は２時間程度）
印かん・筆記用具を持ってきてください。
■問合先 健康福祉課（電話42-８７２８）

※変更になることがありますので、お確かめください。

新　着　書
〔おはなし会〕

7月10日（土）
（午後2時から30分程度）

〔休館日〕
月曜日
6月20日（日）

引金の履歴（乃南アサ著）
探偵ガリレオ（東野圭吾著）
蘭の影（ 樹のぶ子著）
ビッグベビー（沖藤典子著）
揺れる夏　追憶の橋（鎌田敏夫著）
千人同心（もりたなるお著）
危いハネムーン（赤川次郎著）
偽証法廷（小杉健治著）ほか

市市市市立立立立図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり

要
介
護
度
別
サ
ー
ビ
ス
費
平
均
月
額
と
サ

ー
ビ
ス
の
め
や
す
は
下
表
の
予
定
で
す
。

な
お
、
お
金
の
給
付

は
あ
り
ま
せ
ん
。
又
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と

き
の
負
担
は
、
か
か
っ

た
費
用
の
一
割
で
す
。

問
合
先

高
年
福
祉
課

（
電
話
42
│
８
７
８
８
）

認
定
さ
れ
た
ら
、
サ
ー
ビ
ス
は

ど
れ
く
ら
い
受
け
ら
れ
る
の
で
す
か
？

����������
����������
����������

質
問

そそ
のの
88

お
答
え

野山の花木は伐らないようにしましょう

※上記は在宅サービス分です。施設サービス分は次回お知らせします。

要介護度別サービス費平均月額とサービスのめやす

要介護度

要 支 援

サービス費

6万円

サービスのめやす

週2回のデイサービスを利用する

要介護1 17万円
毎日、ホームヘルパーなど何らかの
サービスを利用する

要介護2 20万円
週3回のデイサービスを含め、毎日
何らかのサービスを利用する

要介護3 26万円
夜間（または早朝）のホームヘルパーなどの
サービスを含め、1日2回サービスを利用する

要介護4 31万円
夜間（または早朝）のホームヘルパーなどのサ
ービスを含め、1日2～3回サービスを利用する

要介護5 35万円
早朝、夜間のホームヘルパーなどのサービス
を含め、1日3～4回サービスを利用する

く
ら
し
と
生
活
を
守
る
会
で
は
、

物
を
大
切
に
し
、
限
り
あ
る
資
源

を
有
効
に
生
か
す
た
め
再
製
修
理

会
を
開
催
し
ま
す
。

受
　
付

７
月
５
日
（月）

午
前
９
時
〜
12
時

場
　
所

Ｊ
Ａ
か
さ
い
し

北
条
支
店

修
理
対
象

包
丁
、
ハ
サ
ミ
、
靴
、

洋
傘
、
そ
の
他

問
合
先

環
境
課

（
電
話
42
│
８
７
３
１
）

再
生
修
理
会
の

ご
あ
ん
な
い
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兵
庫
県
で
は
、
母
子
家
庭
等
の

み
な
さ
ん
を
対
象
に
特
別
相
談
を

行
い
ま
す
。

●
６
月
17
日
（木）

明
石
市
福
祉
事
務
所

●
８
月
５
日
（木）

北
播
磨
福
祉
事
務
所

●
平
成
12
年
２
月
３
日
（木）

東
播
磨
県
民
局

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
社
会
福
祉
課
女
性
児
童
係

（
電
話
42
│
８
７
２
６
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

日
程
・
費
用

�
７
月
16
日
（金）

１
０，
０
０
０
円

�
７
月
18
日
（日）

１
５，
０
０
０
円

他
に
参
加
料
２，
０
０
０
円
、
チ

ャ
リ
テ
ィ
料
２
０
０
円
（
全
額
加

西
市
に
寄
贈
）
等
が
必
要

参
加
資
格

市
内
在
住
ま
た
は
通

勤
さ
れ
る
方
を
優
先

加
西
市
後
援

市
民
ふ
れ
あ
い
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

母
子
家
庭
等

特
別
相
談

募
集
人
数

各
日
共
、
45
組
１
８

０
名
（
先
着
順
）

予
約
方
法

電
話
に
て
ス
タ
ー
ト

の
時
間
を
確
認
く
だ
さ
い
。
申
込

用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
の
上
左
記
ま
で

申
込
先

〒
６
７
５
│
２
４
６
２

加
西
市
別
所
町
６
８
３
│
２
４

オ
ー
セ
ン
ト
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
″市
民
ふ

れ
あ
い
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
″
係
（
電
話
45
│

１
５
１
１
Ｆ
Ａ
Ｘ
45
│
１
６
６
６
）

対
　
象

市
内
に
住
所
が
あ
る
生

活
保
護
家
庭
、
も
し
く
は
、
そ
れ

に
準
ず
る
家
庭
で
高
校
生
の
学
資

の
支
払
い
が
困
難
な
人

支
給
額

月
額
８，
０
０
０
円

申
込
期
限

６
月
30
日
（水）

申
込
先

学
校
教
育
課

（
電
話
42
│
８
７
７
１
）

聴
覚
障
害
者
へ
の
理
解
と
手
話

へ
の
関
心
を
高
め
、
親
子
で
手
話

を
学
び
実
践
的
な
活
動
を
通
し
て

障
害
者
や
地
域
の
人
々
と
交
流
し
、

障
害
者
へ
の
正
し
い
知
識
と
ボ
ラ

ン
タ
リ
ー
な
心
を
育
て
る
こ
と
を

親
子
手
話
教
室

学
資
困
難
な
高
校
生
へ

奨
学
金
を
支
給
し
ま
す

目
的
と
し
て
「
親
子
手
話
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
内
容

左
記
の
木
曜
日
、

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

●
７
月
22
日
　
手
話
・
身
振
り
で

自
己
紹
介
●
29
日
　
指
文
字
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
●
８
月
５
日
　
覚
え
て

お
き
た
い
手
話
・
知
り
た
い
手
話

●
19
日
　
手
話
・
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

で
語
ろ
う
●
26
日
　
手
話
で
歌
お

う
「
碧
い
う
さ
ぎ
」

場
　
所

健
康
福
祉
会
館研

修
室
４

定
　
員

親
子
15
組
（
30
名
）

受
講
料

無
料

申
込
・
問
合
先

加
西
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
（
電
話
43
│
８
１
３
３
）

※
７
月
15
日
（木）
申
込
締
切

日
　
時

７
月
25
日
（日）

①
10：
00
〜
12：

05

②
13：

30
〜
15：

35

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

料
　
金

大
人
１，
０
０
０
円

（
当
日
１，
２
０
０
円
）

小
中
高
生
８
０
０
円

（
当
日
１，
０
０
０
円
）

問
合
先

加
西
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
（
電
話
43
│
０
３
６
１
）

映
画
会
「
学
校
Ⅲ
」

日
　
時

６
月
26
日
（土）

午
後
２
時
〜

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

ホ
ー
ル

入
会
金

３
０
０
円

会
　
費

月
７
０
０
円

※
今
回
の
み
方
は
、
３，
０
０
０
円

問
合
先

加
西
お
や
こ
劇
場

（
電
話
43
│
０
８
３
０
）

日
　
時

６
月
18
日
（金）
〜
23
日
（木）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
　
所

市
民
会
館
２
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー

※
20
日
（日）
午
後
１
時
30
分
よ
り
視

聴
覚
室
に
て
、
劉
素
真
先
生
の
席

画
や
会
員
６
名
に
よ
る
合
作
席
画

を
行
い
ま
す
。

募
集
条
件

55
歳
未
満
の
方

募
集
人
数

２
名

勤
務
期
間

平
成
11
年
７
月
10
日

市
民
会
館

臨
時
職
員
募
集

│
加
西
柏
葉
会
│

水
墨
南
画
展

加
西
お
や
こ
劇
場
第
74
回
例
会

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ふ
し
ぎ
の
国
の
ア
リ
ス
」

│
俳
優
館
│

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

7月は河川愛護月間です。（7月7日は
「川の日」です。）
川は私達の生活にはなくてはならない大

切な財産です。
みんなの川をみんなの手で美しくしまし
ょう。

7月は河川愛護月間です 市県民税全期・第１期分の納期限は

6666月33330000日（水）です。
☆納税は便利な口座振替制度をご利用下さい。お申し
込みは金融期間まで!

問合先 税務課（��8712・8714）
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お く や み

森本たか子 48 恵　介 北
藤井　和夫 69 喜代子 西笠原
井上　角治 87 英　樹 玉　丘
齋藤　秋美 60 春　實 畑
羽馬　　玉 66 秀　和 西　谷
藤中　ひで 71 晃 古　坂
東郷　俊子 94 功 戸田井
松末ますこ 84 武　博 別　府
深田　直次 87 守 尾　崎
原田　雅幸 50 友　子 栗　田
常峰ひで子 71 千　鶴 別　府
増田や江こ 80 博　充 西高室
岡田すゑ子 87 純　一 青　野
二条　国男 81 昌　子 西笠原
黒田　　勝 71 正　昭 下芥田
松井　秀次 86 昭　一 鶉　野
森川　喜一 72 伸　彦 鶉　野
清水　信一 65 里　志 下宮木
光本千佳子 57 輝　男 下若井
森本　正二 86 秀　道 和　泉
森脇　　巖 63 義　記 殿　原
野田まさの 89 耕　司 古　坂
為廣　しな 79 勝　美 北　条
眞鍋　いつ 93 山下皓司 国　正
山本　智広 31 勉 段　下
金澤　健造 49 俊　彦 上道山
垣内　昌子 75 進 古　坂
山本てるゑ 89 照　義 東横田
中右　　昂 73 盛　計 市　村
堀尾　つゑ 71 武 福　居
播田冨美子 87 徹 古坂３丁目
三木　てる 89 哲　郎 山　下
佐々木峯子 75 真　和 福　住

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（５月31日受付分まで・敬称略）

〜
平
成
11
年
12
月
26
日
ま
で
の

土
・
日
曜
日

勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

受
　
付

６
月
20
日
（日）
〜
６
月
30

日
（水）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
本
人
が
履
歴
書
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先

市
民
会
館
内

加
西
市
都
市
施
設
公
社
（
電
話
42
│

０
１
１
２
）

受
付
期
間

６
月
23
日
（水）
〜

６
月
30
日
（水）

受
験
資
格

●
行
政
事
務
、
電
機
・
情
報
、
機

会
、
土
木
、
農
業
、
農
業
土
木
、

林
業昭

和
53
年
４
月
２
日
〜
昭
和
57

国
家
公
務
員
採
用

Ⅲ
種
試
験

―
高
校
卒
業
程
度
―

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
者

●
郵
政
事
務
Ａ
、
郵
政
事
務
Ｂ

昭
和
49
年
４
月
２
日
〜
昭
和
57

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
者

●
税
　
務

昭
和
54
年
４
月
２
日
〜
昭
和
57

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
者

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
又
は

国
家
公
務
員
法
第
38
条
の
規
定
に

よ
り
国
家
公
務
員
と
な
る
こ
と
が

で
き
な
い
者
を
除
く
。

試
験
日
・
試
験
地

●
第
１
次
試
験

９
月
５
日
（日）

神
戸
市
、
姫
路
市
、
明
石
市
他

（
選
択
性
）

申
込
・
問
合
先

〒
５
４
０
│
８
５
２
２
　
大
阪

市
中
央
区
大
手
前
４
│
１
│
67
（
大

阪
合
同
庁
舎
２
号
館
）
人
事
院
近

畿
事
務
局
（
電
話
０
６
│
６
９
４
１

│
２
１
２
１
）

死亡者 年齢 喪主 町名

花
や
緑
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が

好
き
な
人
、
団
体
、
サ
ー
ク
ル
な

ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
　
時

平
成
12
年
３
月
25
日
（土）

〜
９
月
16
日
（土）

午
前
９
時
30
分

〜
午
後
６
時

（
夜
間
開
園
期
間
…
７
月
１
日
（土）
〜

９
月
３
日
（日）
は
午
後
９
時
ま
で
）

募
集
内
容

歌
、
楽
器
演
奏
、
ジ

ャ
ズ
ダ
ン
ス
、
伝
統
芸
能
、
マ
ジ

ッ
ク
、
大
道
芸
な
ど

出
演
時
間

１
回
30
分
〜
１
時
間

会
　
場

①
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ

客
席
３
７

０
、
ス
テ
ー
ジ
約
１
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

②
野
外
劇
場

客
席
約
３
０
０
０
、

ス
テ
ー
ジ
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

ジ
ャ
パ
ン
フ
ロ
ー
ラ
2
0
0
0

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
・
野
外
劇
場

イ
ベ
ン
ト
出
演
者
募
集

加西市への寄付
○オーセントゴルフ倶楽部 10万円
○北条町横尾 清水　信生 15万円
○金剛禅総本山少林寺加西道院 車椅子４台
社会福祉協議会（善意銀行）への寄付
供養預託
○三口町 森井　忠男 10万円

○御旅町 三枝　正平 30万円
（供養預託へ20万円・指定預託へ10万円

指定預託
○和泉町 高橋　良一 30万円
（善防園へ10万円・手をつなぐ育成会へ20万円）

☆加西ボランティア協会へ
○曽根自治区 渡辺　英彦 20万円
○北条町田町 竹本　幸夫 1万5千円
○北条町横尾　 水田美智子 2万円
○�本陣従業員一同　 1万7172円

善意の花束

（受付順　敬称略）

○笹倉町 高橋　　清 4万円
○匿名 8万3千円
○匿名（Ｙ・Ｙ） 3万円
☆さくらの家へ
○段下町 飯盛野協会 2万円
一般預託
○小野工業高等学校同窓会加西支部 2万2500円
○おうち（藍の募金） 3万円
○円融会 1万円

神
戸
市
営
地
下
鉄
県
庁
前
駅
コ

ン
コ
ー
ス
の
県
「
広
報
シ
ョ
ー
ウ
ィ

ン
ド
ー
」
″お
国
自
慢
コ
ー
ナ
ー
″

で
、
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
世
界
最
大

と
認
定
さ
れ
た
地
球
儀
時
計
展
望

台
や
加
西
ワ
イ
ン
を
中
心
に
加
西

市
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
６
月

末
日
ま
で
の
展
示
で
す
の
で
、
近

辺
に
ご
用
の
際
は
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
締
切

平
成
11
年
７
月
31
日

（土）申
込
・
問
合
先

（財）
夢
の
架
け
橋

記
念
事
業
協
会
　
事
業
部
事
業
第

１
課
「
ジ
ャ
パ
ン
フ
ロ
ー
ラ
２
０

０
０
イ
ベ
ン
ト
出
場
者
募
集
係
」

〒
６
５
７
│
０
０
０
４
　
神
戸
市
中

央
区
中
山
手
通
６
│
１
│
１
（
電
話

０
７
８
│
３
６
６
│
１
０
８
８
）

県
広
報
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ー

に
加
西
市
登
場
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H11.6.1現在（前月比）
人　口／ 52,632（－26） 世帯数／ 15,792（＋ 1）
男　／ 25,581（－ 8） 女　／ 27,051（－18）

64
甘い香が付近いっぱ
いに漂っています。

白
と
黄
色
の
口
唇
状
の
花
を
い

っ
ぱ
い
つ
け
る
つ
る
状
の
植
物
で
、

道
端
な
ど
で
よ
く
目
に
つ
き
ま
す
。

「
吸
葛
」
の
名
は
、
昔
、
子
ど

も
が
こ
の
花
の
蜜
を
吸
っ
て
遊
ん
だ

こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
よ
う
で

す
。花

は
夕
方
に
開
き
、
は
じ
め
は

紫
が
か
っ
た
白
で
す
が
、
次
第
に

白
色
に
な
り
、
や
が
て
黄
金
色
に

変
わ
り
ま
す
。
そ
れ
で
「
金
銀
花
」

と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

ま
た
、
冬
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど

の
葉
は
落
と
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、

枝
先
の
一
部
分
だ
け
を
残
し
て
丸

め
な
が
ら
越
冬
す
る
の
で
「
忍
冬
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

（
加
西
市
動
植
物
生
態
調
査
委
員
会
）

KASAIデータバンク

ホームページ http: //www.hyogo. com / kasai

�

加西市だより
市のお知らせやまちの話題を放送
毎週水曜日　午後0時50分～55分

☆応募先 〒675－2395 加西市北条町横尾1000番地 市役所内加西サイサイまつり事務局 ＴＥＬ42-8740 ＦＡＸ43-1802

のど自慢大会
応募資格 市内に住所がある方
に限ります。
募集人数 36名（先着）
内訳：男性18名女性18名
募集期間 ６月16日（水）

～25日（金）
応募方法 ハガキに住所、氏名、
年齢、性別、電話番号を記入し
て送付。（FAX可）

フリーマーケット
応募資格 個人、グループ、家
族などどなたでも結構です。
場　所 まつり会場周辺
募集店数 65店（先着順）
参加料 無料
募集期間 ６月16日（水）～25日（金）
応募方法 ハガキに住所、氏名、
年齢、電話番号、販売品目を記
入して送付。（FAX可）

ラヴィサウンドフェティバル
参加資格 音楽をこよなく愛する
アマチュアバンド。（ジャンルは不問）
応募方法 所定の申込用紙にデ
モテープを添えてサイサイまつ
り事務局まで。
参加料 無料
選　考 テープ審査を行います。
（約１０組の予定）
応募期間 ６月16日（水）～７月５日（月）

8月1日（日）に第22回加西サイサイまつりが行われます。同日は各
種イベントが予定されており、以下のイベントでは参加者を募集します。

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

期
　
間

☆
劇
団
に
よ
る
公
演

９
月
１
日
（水）
〜
29
日
（水）

☆
風
呂
の
利
用
（
65
歳
以
上
無
料
）

９
月
１
日
（水）
〜
30
日
（木）

※
但
し
、
毎
週
月
曜
日
と
９
月
12

日
（日）
・
15
日
（水）
・
23
日
（木）
は
休
業

送
迎
バ
ス

市
内
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
等
10
名
以
上
の
団
体
で
利
用
で

き
ま
す
。
予
約
は
７
月
１
日
�
か
ら
受
付
。

申
込
は
社
会
福
祉
協
議
会
　
総
務
課
（
電
話
42
│
８
８

８
８
）
ま
で
。

問
合
先

福
祉
部
高
年
福
祉
課
（
電
話
42
│
８
７
２
４
）

い
こ
い
の
場
、
ふ
れ
あ
い
の
場
へ
で
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
!!

敬
老
月
間
ふ
る
さ
と
福
祉
事
業

敬老月間ふるさと福祉事業
ボランティアさん大募集!!

（期間限定）
敬老月間（9月）に、あなたのやさしい

“まごころ”をお待ちします。
活動内容は、お年寄りの話し相手、湯茶の

接待、会場や座布団の整理整頓です。あいた
時間を、お年寄りとの交流に役立ててみませ
んか。

連絡先：加西市ボランティアセンター
電話43－8133


